
rJ.ジ _;.t で -;- -;--勿 '-J -_ 	___, -I I 
を良市小学校の ～.. がr白的なー些の旨当【こ 
ニ’津軽凧の会会員の協力を得て津軽凧作りにチャレンジ。 

12月14日、4年生の津軽凧が出来上がりました。 
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教
育
委
員
会
の
古

川
純

一
主
事

が
指
導
す
る
ナ
イ
タ
ー
の
ジ
ュ

ニ

ア
ジ
ャ
ン
プ
教
室
が
、
 
一
月
二
十

日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ジ
ャ
ン
プ
競
技
人

口
の
底
辺
拡

大
の
た
め
に
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
同
教
室
に
は
、

町
内
と
近
隣

の

小
学
生
十
五
人
が
参
加
し
、

毎
週

月
・
金
曜

日
の
練
習
で
技
術
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
 

指
導
に
当
た
っ
た
古
川
主
事
は
「
安
全
面
に
十
分
に
気

を

つ
け
、
 一
人
ひ
と
り
の
良

い
所
を
引
き
出
し
競
技
の
楽

し
さ
を
教
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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一月
六
日
、

町
体
育
協
会

ス
キ
 

ー
部
主
催
に
よ
る
ナ
イ
タ
ー
の
ジ

ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

教
室
に
は
町
民

ス
キ
ー
大
会
に

向
け
た
特
別
ポ
ー
ル
レ
ッ

ス
ン
受

講
者
も
含
め
小
学
生
九
人
が
受
講
。
 

講
師
の
山
口
了
三
さ
ん
か
ら
、

ス

タ
ー
ト
の
仕
方
や
ポ

ー
ル

へ
の
入

り
方
な
ど

の
指
導
を
受
け
た
受
講

者
は
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
 

(
 

一月
二
日
、
嘉
瀬

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
小
学
校
高
学

年
を
対
象
と
し
た
第
二
十
二
回
あ
す
な
ろ
記
念
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
町
内
小
学
校
と
中
里
小
学
校

の
四
年
生
か
 

ら
六
年
生

ま
で
の
百
十
一
名

が
参
加
。
応
援
に
か
け

つ
け

た
家
族
ら

の
声
援
を
受
け
な

が
ら
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

今
年
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
競
技

人
口
拡
大
に
向
け
た
 
「古
川

純

】
杯
」
が
設
け
ら
れ
、
嘉

瀬
小
学
校
六
年
の
黒
川
友
喜
 

く
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
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整備を進めていた嘉瀬スキー場に11月下旬、これまでにあった林

間コースを利用した一周1.8キロ、標高差25メートルの本格的なクロ

スカントリーコースが完成。またゲレンデへの照明10基が設置され、 

咋年度完成している照明付の20メートル級ジャンプ台とあわせた一

帯整備が終了しました。 

これにより町内小学生のスキー競技の上達が図られ、競技人口拡

大に向けた取り組みを目指します。 

今までの各大会距離競技は同スキー場そばの田んぽを利用した平

地でのコースでしたが、新コースではアップダウンがあることから

難しいスキー操作が必要となり、参加した選手たちは下りで転倒す

るなど悪戦苦闘しながら上位入賞を目指して力走していました。 
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麟
轡
盲
北
奥
翠
寧
ジ
ヤ
ン
プ太
 

第
四
十
四
回

町
民

ス
キ
ー
大
会

兼
第
二

回
北
奥
羽
学
童
ジ
ャ

ン

プ
大
会
が

二
月
九

日
に
開
催
さ
れ
、

小
学
一
年
生
か

ら

一
般
ま
で

約
百
四
十
人
が

参
加
し

て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

ま
た
、

秋
田
県
の
鹿

角
ス
ポ

ー
ツ
少

年
団

選
手
九
人

も
参

加
し

て
行
わ
れ

た
第

二
回
北
奥

羽
学
童
ジ
ャ

ン
プ
大
会
で

は
、

二
十

メ
 

ー
ト

ル
の
K
点
を

越
え

る
グ
ッ

ト
ジ
ャ

ン
プ
が
続
出
。

観
客
か
ら

大
き
な
歓

声
と
拍
手
が

送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

鯛
四
十

四
回
町

民

ス
中

一
大
会
 

LJ 

Lj 
田丁 

各大会の上位入賞者は次のとおりです。 

第22回あすなろ記念スキー大会 
第1位 第 2位 第 3位 

距 

離 

4年男子 秋元 	翼（金 木） 工藤 	祝（嘉 瀬） 泉谷 賢人（川 倉） 

4 年女子 古川亜沙美（喜良市） 山田 千明（金 木） 伊藤 志保（嘉 瀬） 

5年男子 工藤 大輔（川 倉） 白川 寛人（川 倉） 原田 和希（川 倉〕 

5年女子 今 	千鶴（喜良市） 桑田 悠斐（喜良市） 鳴海 宥紀（川 倉） 

6年男子 野宮 優作（喜良市） 田村 直也（喜良市） 梶浦 陽平（川 倉） 

6年女子 今 真梨奈（喜良市） 今 恵梨奈（喜良市） 今 あゆみ（川 倉） 

ア
 
ル
 
ペ
 、
ノ
 

 

4 年男子 毛内 浩貴（中 里） 小山内啓人（嘉 瀬） 原田 祥矢（嘉 瀬） 

4 年女子 今 亜利沙（中 里） 大橋 美咲（喜良市） 田中 愛菜（喜良市） 

5年男子 原田 佳輝（嘉 瀬） 津田 良平（嘉 瀬） 木村 貴紀（中 里） 

5年女子 大屋 千尋（嘉 瀬） 松川 詩織（嘉 瀬） 鳴海 紗希（嘉 瀬） 

6年男子 中村 亮介（嘉 瀬） 小山内寛貴（嘉 瀬） 小野真樹志（中 里） 

6年女子 浅野 令子（今 泉） 大橋 有紗（喜良市） 今 	彩乃（嘉 瀬） 

ジ
ャ

ン
プ
  

4 	年 木下 誉也（嘉 漸） 

5 	年 平川 卓弥（嘉 瀬） 今 

6 	年 黒川 友喜（嘉 瀬） 今 	篤〈喜良市） 古川 和貴（巾 里） 

古川純一杯 黒川 友喜（嘉 瀬） 

リ
レ

ー
  

男 	子 喜良市小学校 嘉瀬小学校 川倉小学校 

女 	子 喜良市小学校 嘉瀬小学校 川倉小学校 

婚 男 	子 嘉瀬小学校 喜良市小学校 川倉小学校 
？
 
ム口
 

女 	子 喜良―li小学校 嘉瀬小学校 川倉小学校 

男 	女 嘉瀬小学校 喜良市小学校 川倉小学校 

第44回金木町民スキー大会 
第 1位 第 2位 第 3位 

距
 

一
 

男子低学年 今 	琢磨（喜良市） 浅利 啓太（川 倉） 古川 祐也（嘉 瀬） 

女子低学年 鳴海 	朗（喜良市） 今 	麗嘉（喜良市） 中谷 観月（川 倉） 

4年男子 工藤 	祝（嘉 瀬） 泉谷 賢人（川 倉） 吉田 将希（金 木） 

4 年女子 古川亜沙美（喜良市） 山田 千明（金 木） 中谷 葉月（川 倉） 

5年男子 工藤 大輔（川 倉） 白川 寛人（川 倉） 原田 和希（川 倉） 

5年女」二 今 桑田 悠斐（喜良市） 鳴海 宥紀（川 倉） 

6年男子 野宮 優作（喜良市） 田村 直也（喜良市） 白川 雄太（川 倉） 

離
  

6年女子 今 恵梨奈（喜良市） 今 真梨奈（喜良市） 今 あゆみ（嘉 瀬） 

中学校男子 斉藤 彬宏（金木南） 

―般男子 棟方 美暢（嘉 瀬） 白川 豊光（川 倉） 工藤 勇蔵（金 木） 

ア
 
ル
 
ペ
 
ン
 

男丁低学年 平川 	怜（嘉 瀬） 藤本 尚之（喜良市） 大屋 潤圭（嘉 瀬） 

女子低学年 田中 千智（嘉 瀬） 前田 美貴（喜良市） 今 日佳留（喜良市） 

4年男子 小山内啓人（嘉 瀬） 秋元 	翼（金 木） 原田 祥矢（嘉 瀬〕 

4年女子 大橋 美咲（喜良市） 津島 千秋（喜良市） 岡田 瑞希（喜良市） 

5年男子 平川 卓弥（嘉 瀬） 原田 佳輝（嘉 瀬） 今 	涼二（喜良市） 

5年女子 大屋 千尋（嘉 瀬） 松川 詩織（嘉 漸〕 

6年男子 中村 亮介（嘉 瀬） 今 	篤（喜良市） 小山内寛貴（嘉 瀬） 

6年女子 今 	彩乃（嘉 瀬） 成田 理紗（喜良市） 山中 琴未（嘉 瀬） 

ジ
ャ

ン
プ
 

男子低学年 藤本 尚之（喜良市） 土岐 裕真（嘉 瀬） 平川 	怜（嘉 瀬） 

4年男子 小山内啓人（嘉 瀬） 木下 誉也（嘉 瀬） 

5年男子 平川 卓弥（嘉 瀬〕 長内 大生（喜良市） 今 	優輔（喜良市） 

6年男子 I』川I 	友喜（嘉 瀬〕 今 	篤（喜良市） 柏谷 公平（喜良市） 

リ
レ

ー
  

男 	子 喜良市小学校 嘉瀬小学校 川倉小学校 

女 	子 喜良市小学校 嘉瀬小学校 川倉小学校 

第2回北奥羽学童ジャンプ大会 

スべシャル 

ジゼンプ 

第 	1 位 IiI 山 集 （秋田 釈迦内小） 

第 	2 位 馬 測 

第 3 位 黒 川 友 喜 （青森 嘉瀬小） 

第 4 位 今 篤 （青森 喜良市小） 

第 	5 位 平 川 卓 弥 （青森 嘉瀬小） 

第 	6 位 加 賀 巧 哉 （秋田 阿仁合小） 

古川純一賞 松 橋 亜 希 （秋田 八幡小） 

~広穂か倉ぎ・舞2月母 
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中
六
年
 

冬
の
観
光

の
目
玉
と
な
っ

た
 

「地
吹
雪
体
験
ッ
ア

ー
」
 
が一
月

二
十
五
日
、
関
東
地
域
か
ら
の
個

人
体
験
者
十
一
人
を
迎
え
て
オ

ー
 

プ
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

新
幹
線
「
は
や
て
」
で
や
っ
て
来

る
都
会
人
ー
・
『は
や
て
ブ
リ
ザ

ー
 

ド
』
と
銘
打
っ
た
今
回
の
ツ
ア

ー
 

の
名
の
と
お
り
、
は
や
て
を
利
用

し
て
訪
れ
る
ッ
ァ
ー
客
が
多
く
新

幹
線
効
果
が
現
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
先
立

ち
藤
枝
地
区
の
現
地
で
、
ツ
ア

ー
 

期
間
中
の
無
事
を
祈
る
安
全
祈
願

祭
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

バ
ス
で
現
地
入
り
し
た
ツ
ア

ー
 

客
ら
は
、
早
速
モ
ン
ぺ
、
カ
ン
ジ

キ
、
角
巻
の
地
吹
雪
ス
タ
イ
ル
に

着
替
え
て
雪
原
ウ
ォ
ー
ク
へ
。
途

中
、
慣
れ
な
い
カ
ン
ジ
キ
に
足
を

と
ら
れ
て
転
び
な
が
ら
も
一
面
に

広
が
る
銀
世
界
に
歓
声
を
上
げ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
は
馬

ソ
リ
を
体
験
し
て
藤
枝
を
後
に
し

ま
し
た
。
 

ッ
ア
ー
最
終
日
の
二
月
十
一
日

に
は
、
日
系
ハ
ワ
イ
人
十
一
人
と

県
内
在
住
外
国
人
二
十
二
人
が
相

次
い
で
訪
れ
、
白
銀
に
国
際
交
流

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
 

町
内
の
商
店
四
十
店
舗
が
加
盟

し
て
い
る
金
木
あ
す
な
ろ
商
店
会
 

（
理事
長
H

角
田
省
逸
）
主
催
の

年
に

一
回
の
大
特
価
大

売
出
し
 

「
どか
ま
け
の
日
」
が
二
月
一
、
一
一

日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
に
は
、
抽
選
券
が
入
っ
た
 

「
み
か
ん
ま
き
」
が
商
店
街
各
所

で
行
わ
れ
大
勢
の
買
物
客
ら
が
集

ま
り
、
受
け
取
っ
た
み
か
ん
に

一

喜

一
憂
し
て
い
ま
し
た
。
 

期
間
中
に
加
盟
商
店
で
買
物
を

し
て
千
円
ご
と
に

一
枚
配
ら
れ
た

お
祭
り
参
加
券
は

約
一
万

三
千

枚
。
 こ
の
券
が
二
日
に
は
役
場
前

の
特
設
会
場
で
ソ
バ
ー
千
食

（一
一

枚
で

一
杯
）
、
 一枚
一
ロ
の
「
人
 
 

間
ば
ん
馬
ダ
ー
ビ

ー
」
投
票
券
六

九
四
七
枚
に
な
り
ま
し
た
。
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人
間
ば
ん
馬
ダ
ー
ビ
ー
に
は
投

票
券
を
手
に
し
た
大
勢
の
観
客
が

集
ま
り
、
特
設
コ

ー
ス
を
力
走
す

る
六
チ
ー
ム
に
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

見
事
一
、
二
着
の
順
位
を
的
中

さ
せ
た
人
た
ち
は
配
当
金
千
円
分

の
商
品
券
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
二
日
に
は
、
商
工
会
建
設

工
業
部
会
が
商
工
会
館
で
住
宅
無

料
相
談
を
開
設
し
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
し
た
。
 

雪
 

ー
ー
コ
（
わ
メ

n目
u匡
‘
F
ー
今
ぺ
】
 
ー
一
 

て
ー
てq
垣
叫
，蔭
畳
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『『伝承したいぶる言と切 
"‘止己 

屡些正に一一J二に二I三口黒,雲こ4」」 

地
域
特
産
物
を
活
用
し
た
料

理
や
加
工
品
二
十
二
点
と
リ
フ

ォ
ー
ム
作
品
七
点
が
展
示
さ
れ
、
 

訪
れ
た
人
た
ち
が
作
り
方
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

昼
十
二
時
か
ら
、
こ
の
作
品

が
試
食
さ
れ
人
気
投
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

- -『I' ' =j=rL'J 	翌三雪万 "2コ＝辰」元コ＝ブ雄 
今年のトマトの生育状況や、今年発

生した水稲の病害虫のパネルなどが展

示され、センター職員が生育方法や駆

除に関する説明を行っていました。 

金
木
地
域
．尋
ぐ
局
の
味・
技展
 

今
年
で
三
回
目
と
な
る
 
「平

成
十
四
年
度
金
木
地
域
お
ふ
く

ろ
の
味
・
技
展
」
 
が二
月
十
四

日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

約
二
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
味
・
技
展
は
、
北
郡
町

村
に
お
い
て
健
康
で
豊
か
な
農

漁
家
の
暮
ら
し
を
目
指
す
た
め

に
農
漁
村
地
域
に
代
々
引
き
継

が
れ
て
き
た
ふ
る
さ
と
の
味
や

技
、
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
ア
イ
デ
ァ
作
品
、
地
域
農
産

物
を
活
用
し
た
加
工
品
等
を
展

示
・
交
換
し
な
が
ら
、
生
産
者

と
消
費
者
の
交
流
を
深
め
る
た

め
に
と
金
木
地
区
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
と
金
木
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が

主
催
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
 

会
場
で
は
、
加
工
品
や
パ
ネ

ル
の
展
示
、
参
加
団
体
に
よ
る

農
水
産
物
や
加
工
品
の
即
売
会
、
 

弘
前
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
の
活
動
事
例
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
の
人
気
投
票
で
一
、
 

二
位
と
な
っ
た
そ
ば
和
菓
子

と
ガ
ッ
パ
ラ
餅
、
食
の
文
化

伝
承
隊
に
よ
る
よ
し
餅
と
と

う
漬
け
の
実
演
と
試
食
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

駐売に向ラE7JL囲 直売所の活性イヒと所得向上を目指すために地域農水産物 
'1旧 一『 三」一~、ノノノーノーー H園 を活用して開発した加工品のコンクールが行われ、現在加工 

‘刀リ ー 」リ ー＝乙→編・ーーノど』 品を販売している人や団体、またはこれから販売しようとし

ている人や団体から出品された20点が展示されました。この中で当町出品者の入賞作品を紹介します。 

そば示］菓子 長日ものタルト おか5クツキ 

一』 

出品者 其 田 文 子 

（川倉生活改善グループ） 

「地元で取れたそば粉の皮で、梅

ロマンで使用した梅を包み込み、 

上品な和菓子に仕上げました」 

出品者 桑 田 優 子 

(JA津軽北部金木支店無人販売の会〕 

「子どもからお年寄りまで食べら

れるお菓子を作ってみました。町

特産の長いもを使いました」 

出品者 中 谷 ミ ツ 

（川倉農産物加工部会） 

「トウフを作った後に、あまり物と

なるおからがおいしいお菓子に

変身しました。」 

」
（
 
叫
 
．
 

底
」」
 

一
r

・
 

な
（
を
賞
 

ア
イ
デ
ィ妥
 

コ
庖J 広甑か腐ぎ「舞2月号  



12月定例会 
12月16日からの一般質間で

秋元洋子、田中昇、原田寛、桑

田茂議員が登壇し、中央公民館

の障害者対応、エコマネー、嘉

瀬スキー場整備、町村合併等に

ついて、町長らに質問しました。 

内容は次のとおりです。 

秋
元
洋

子
議
員
 

「中
央
公
民
館
に
つ
い
て
、
障
害
者

用
昇
降
機
前
に
教
育
委
員
や
職
員
が
駐

車
し
使
え
な
い
状
況
を
ど
う
思
う
か
聞

き
た
い
。
文
化
祭
期
間
中
に
玄
関
に
売

店
が
あ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
が
ど
う
い

う
形
で
許
可
し
て
い
る
の
か
知
り
た

い
。
教
育
委
員
会
の
中
央
公
民
館
へ
の

移
設
と
目
的
外
使
用
の
手
続
き
が
取
れ

な
い
の
か
。
事
例
は
な
い
の
か
知
り
た

い
。」
「
ォ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
あ
る
競

馬
場
工
事
功
労
者
の
石
碑
に
つ
い
て
、
 

動
か
し
た
理
由
と
経
費
、
養
鶏
指
導
所

へ
移
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
聞
き
た

い
。」
「農
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
決
算

額
、
投
資
的
事
業
の
金
額
と
町
持
ち
出

し
金
の
割
合
と
金
額
、
町
単
独
の
減
反

調
整
金
は
投
資
的
経
費
に
入
る
の
か
を

聞
き
た
い
。
売
れ
る
米
を
作
る
た
め
の

刈
策
と
、
食
へ
の
安
全
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
で
他
品
種
の
も
の
を
ゆ
め
あ
 

か
り
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
人
が
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
こ
の
対
策
に
つ
い
て

知
り
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「中
央
公
民
館
に
つ
い
て
、
障
害
者

用
昇
降
機
用
の
駐
車
標
識
を
整
え
、
車

を
止
め
な
い
よ
う
徹
底
指
導
し
、
い
つ

来
て
も
障
害
者
が
楽
に
使
え
る
よ
う
に

図
っ
て
い
き
た
い
。」
 
「オ

ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
石
碑
移
設
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
不
評
を
買
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
な
い
の
で
検
討
課
題
と
し
た
い
。」
 

「農
業
関
係
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
決

算
額
は
二
億
六
千
八
百
三
十
二
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
投
資
的
経
費
は
大
千
八

百
八
十
二
万
円
。
う
ち
新
規
単
年
度
で

五
百
二
十
二
万
円
。
継
続
は
六
千
三
百

六
十
万
円
。
そ
の
う
ち
町
持
ち
出
し
額

は

一
O

・
七
％
の
七
百
三
十
七
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
町
単
独
の
減
反
調
整
金

は
投
資
的
経
費
に
は
該
当
し
な
い
。
売

れ
る
金
木
産
米
を
作
る
た
め
に
減
農
薬

と
か
有
機
肥
料
で
栽
培
に
取
り
組
む
な

ど
付
加
価
値
を
つ
け
た
金
木
独
自
の
米

を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
認

識
を
も
っ
て
い
る
。
他
品
種
を
ゆ
め
あ

か
り
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
こ
と
が
事

実
な
ら
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
こ
と

が
絶
対
に
無
い
よ
う
に
農
業
委
員
会
を

通
し
、
ま
た
農
協
と
も
連
絡
を
密
に
し

そ
う
い
う
こ
と
が
絶
対
無
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
。」
 

木
下
教
育
長
 

「中
央
公
民
館
に
つ
い
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
領
域
に
車
が
駐
車
さ
れ
車
い
す

専
用
昇
降
機
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
配
慮
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今
後

の
対
応
と
し
て
、
車
い
す
専
用
昇
降
機

で
あ
る
と
明
示
、
駐
車
禁
止
の
標
識
掲

示
、
障
害
者
が
来
館
す
る
と
き
は
細
心
 

の
注
意
を
払
う
、
冬
期
の
除
雪
な
ど
を

指
導

・
指
示
し
た
。
教
育
委
員
会
の
移

設
に
つ
い
て
は
前
回
の
議
会
で
伊
藤
議

員
の
質
問
に
答
え
た
と
お
り
で
あ
る
。」
 

教
育
次
長
 

「産
業
文
化
祭
で
の
会
場
の
割
り
振

り
は
文
化
祭
部
門
運
営
委
員
会
で
審
議

し
て
お
り
、
今
年
も
玄
関
の
一
角
に
つ

い
て
は
中
の
ド
ア
が
開
い
た
状
態
で
販

売
物
が
出
な
い
よ
う
に
と
使
用
さ
せ
て

い
る
。
中
央
公
民
館
の
目
的
外
使
用
の

承
認
手
続
き
、
要
件
に
つ
い
て
は
庁
舎

建
設
に
よ
り
教
育
委
員
会
の
ス
ペ

ー
ス

が
な
く
な
っ
た
り
、
現
在
の
建
物
が
危

険
で
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
の
理

由
が
あ
り
、
期
限
を
限
っ
て
事
前
に
文

部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
必
ず
承
認
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
例
外
と
し
て
風
間
浦
教
育
委

員
会
が
庁
舎
新
築
移
転
に
伴
い
、
計
画

の
段
階
か
ら
事
前
手
続
き
を
取
り
平
成

十
二
年
度
末
ま
で
の
五
年
間
公
民
館
に

入
っ
た
例
が
あ
る
。」
 

角
田
助
役
 

「芦
野
競
馬
場
開
設
功
労
者
の
石
碑

移
設
理
由
は
、
石
碑
の
ひ
と
つ
が
年
々

傾
斜
し
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と
付
近
住

民
か
ら
の
申
し
入
れ
と
、
遺
族
の
方
か

ら
周
り
が
民
有
地
の
畑
で
袋
地
に
な
っ

て
お
り
管
理
ゃ
お
参
り
に
大
変
難
儀
し

て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
検
討
し
た
結

果
、
遺
族
の
了
解
を
得
て
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
移
設
し
た
。
経
費
は
九
十
五

万
二
千
円
で
あ
る
。」
 

田
中
昇
議
員
 

「人
と
人
の
関
係
を
よ
く
し
地
域
の

交
流
の
場
の
広
が
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
エ
コ
マ
ネ
ー
を
青
森
県
で
は
上
北
町

で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
金
木
町
で
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。
県
内
で
他
 

に
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

聞
き
た
い
。
」
「
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
 

二
町
二
村
の
合
併
は
ど
の
よ
う
な
段
階

で
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
。
五
年
後
、
 

十
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。
三

十
人
委
員
会
の
開
催
状
況
と
出
席
率
を

知
り
た
い
。
必
要
性
が
あ
れ
ば
住
民
投

票
も
考
え
る
と
し
て
い
た
が
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。」
 

鳴
海
町
長
 

「
エ
コ
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
、
こ
の
厳

し
い
環
境
で
人
の
心
が
憂
い
て
い
る
A
J
 

き
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
式
も
図
ら
れ

地
域
全
体
に
広
が
っ
た
す
ば
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
だ
と
思
う
、
情
報
収
集
し
な
が

ら
担
当
課
に
十
分
検
討
さ
せ
で
き
る
な

ら
町
村
合
併
に
先
が
け
て
進
め
て
見
本

に
し
た
い
。」
「
町村
合
併
は
承
知
の
と

お
り
金
木
以
北
で
協
議
会
を
進
め
て
お

り
、
二
十
六
日
に
は
法
定
協
へ
と
も
っ

て
い
き
た
い
が
市
浦
村
の
動
向
を
見
き

わ
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
 こ
れ

か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
各
町
村
で
計
画
の

順
位
を
決
め
な
が
ら
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

収
率
が
七
六
・
七
％
と
高
い
こ
と
か
ら

今
の
と
こ
ろ
は
住
民
投
票
の
気
持
ち
は

持
っ
て
い
な
い
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「
エ
コ
マ
ネ
ー
を
実
施
し
て
い
る
の

は
県
内
で
は
他
に
青
森
市
の
N
P
O
セ

ン
タ
ー
、
そ
れ
に
エ
コ
マ
ネ
ー
 
「ラ
ッ

セ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
ど
う
い
う
形
で
進
み
将
来
的
に
ど

う
い
う
形
の
も
の
を
目
指
し
て
い
る
の

か
早
急
に
調
査
し
た
い
。」
 

総
務
課
長
 

「合
併
へ
の
段
階
は
、
二
十
六
日
の

合
併
協
議
会

で
合
併
の
是
非
が

決
定

し
、
非
の
場
合
は
協
議
会
は
解
散
し
、
 

是
の
場
合
は
来
年
一
月
早
々
に
担
当
者

レ
ベ
ル
の
幹
事
会
を
組
織
し
法
定
の
協

議
会
に
向
け
た
事
務
的
な
作
業
を
進
め

て
い
く
と
同
時
に
町
村
長
会
議
等
を
開

い
て
規
約
等
の
作
成
に
執
り
か
か
り
、
 

早
け
れ
ば
一
月
下
旬
に
は
法
定
協
議
会

に
向
け
た
議
会
の
招
集
と
な
る
。
三
十

人
委
員
会
は
二
回
開
催
し
、
 一
回
目
が

二
十
三
名
、
二
回
目
は
十
九
名
の
出
席

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
開
催
す
る
予
定

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。」
 

原
田
寛
議
員
 

「今
年
度
完
成
予
定
の
嘉
瀬
ス
キ
ー
 

場
整
備
の
金
額
が
知
り
た
い
。」
「西
北

五
ご
み
焼
却
処
分
施
設
に
つ
い
て
、
改

良
中
の
施
設
が
一
部
稼
動
し
て
い
る
が

今
後
の
使
用
予
定
と
、
新
規
施
設
場
が

八
カ
所
と
あ
る
が
そ
の
場
所
が
知
り
た

い
。」
「津
軽
鉄
道
固
定
資
産
税
課
税
免

除
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
程
で
減

免
措
置
を
取
っ
た
の
か
。」
「十
五
年
度

予
算
は
ど

の
よ
う
な
予
算
に
な
る
の

か
。
ま
た
重
点
事
業
は
何
か
知
り
た

い
。」
 
「
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
二
町
一
一

村
で
三
万
人
に
満
た
な
い
合
併
を
進
め

て
い
く
と
決
断
し
た
決
め
手
は
何
だ
っ

た
の
知
り
た
い
。」
 

鳴
海
町

長
 

「稲
垣
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
炉

が
先
般
完
成
し
使
用
さ
れ
て
い
る
リ
も

う
一
炉
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
完
成

し
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
七
年
間
の
期

限
付
き
で
使
用
す
る
運
び
と
な
っ
て
い

る
。
新
候
補
地
は
五
所
川
原
市
、
金
木

町
、
柏
村
、
森
田
村
、
車
力
村
の
五
市

町
村
で
八
カ
所
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
 

新
し
い
候
補
地
が
あ
る
な
ら
ば
来
年
五

月
ま
で
組
合
に
申
し
込
む
よ
う
通
知
が

き
て
い
る
こ
と
か
ら
全
協
を
開
い
て
町

の
対
応
を
決
め
た
い
。」
「
運
輸
省
か
ら
 

(
 

(
 


